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 クロマグロ住血吸虫症が日本各地のクロマグロ養殖場でまん延しており，本疾病を防除
することはクロマグロ養殖を発展させる上で重要な課題である。原因住血吸虫として

















カリア）が検出され，それらは DNA解析の結果，全て C. opisthorchisと同定された。住
血吸虫の感染が見られた 5 個体のフサゴカイは同種で Terebella 属の未記載種であった。
この発見により，C. opisthorchisの中間宿主は養殖生簀の付着物内に生息するフサゴカイ
Terebella sp.であり，C. opisthorchis の生活環（感染環）が養殖場内で廻っていることが
明らかとなった。 
養殖場における中間宿主 Terebella sp.と C. opisthorchis 幼生の出現状況（第三章） 
 養殖場における C. opisthorchisの中間宿主と幼生の季節的な出現状況を調べるために，
水深約 1～2mの養殖生簀ロープ付着物を周年調査した結果，中間宿主 Terebella sp.の出現










するスポロシスト（Cercariogenous sporocyst：以下 CS）を非感染 Terebella sp.の体腔内
に 2個体移植し，その経時変化を観察した。その結果，移植された CSが SSへと変化し，
SSから産出された娘スポロシストが娘スポロシストを産出した。これを何代か繰り返すこ
とでスポロシスト数が増加し，移植 51 日後には Terebella sp.体腔内のスポロシスト数は
136個になった。また，移植38日後にCSも出現し，移植57日後にはセルカリアがTerebella 
sp.体外へ放出された。天然海域から採集した Terebella sp.1個体には最高約 1,800個体の
CS が寄生しており，培養実験で CS1 個体が最高 75 個体のセルカリアを放出したことか










養殖クロマグロの 40%から C. opisthorchis 卵が，16%から C. orientalis 卵が検出され，
出現ピークは C. opisthorchisが 9～3月と 5,6月，C. orientalisが 12～3月であった。ま
た，7～9月に人工種苗を住血吸虫症発生養殖場に沖出しし，経日的に体各部位の住血吸虫
出現状況を PCR検査と鰓および心臓の検鏡検査で調べた。その結果，人工種苗沖出し翌日
には 2種の住血吸虫が体各部位から PCRで検出され，42日後に心臓に C. opisthorchis成
虫が出現し，その 2日後に虫卵が放出されているのが観察された。 
総合考察（第七章） 
 クロマグロ住血吸虫 C. opisthorchisは，天然種苗とともに養殖場内へ侵入し，養殖生簀
内のクロマグロとフサゴカイ Terebella sp.間で感染を繰り返す。そこに未感染種苗を導入
すると 1 日以内に住血吸虫に感染し，感染した住血吸虫は約 40 日前後で成虫となり虫卵
を放出する。また，クロマグロは 5kgを超えると住血吸虫が寄生していても斃死しなくな
る。これらのことから，治療のための投薬は，種苗を導入した直後と，体重が 5kg 程度に
成長するまでの間，30～40 日間隔で行うのが有効と考えられる。また，中間宿主の
Terebella sp.は養殖生簀付着物内に生息していることから，網掃除をして生簀の付着物を
除去することが住血吸虫症による被害の低減につながると考えられる。 
